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(1)調査対象地区:対象とした N町は，大阪府北部の農山村で， 40才以上の人口は約 4 千人，人口移
動は少ない。町内には診療所が 4 カ所ある。
(2) スクリーニングおよび精検:スクリーニングには 100 ミリ間接X線 5 方向撮影を用いた。精検は，
すべて当センターで行なった。
(3) 胃がん患者の把握方法:昭和37~46年の聞の胃がん患者をすべて把握するため， (a)死亡票調査
(b) アンケート調査 (c) 患者および死亡者の家族に対する訪問調査 (d) 医療機関の診療記録の調査，
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を行なった。さらに(e)大阪府がん登録資料との照合，および(f)地元医師への照会を行なったが， (e) , 
(f)の調査により新しく追加すべき患者は，もはや見当らなかった。










べても集検以外群での率は集検群での率の72~ 73'以下に止まった。なお，診断後 5 年以上経過した者
















べた。集検後の経過年数が 1 年未満の場合， 10万人年あたりの発生率は低い(107 .2) が，以後漸次上







を指示するべきであったものが 4例 (9.5%) となった O なお，これらの例は昭和41年以前に多く ( 6 















その結果， (1) 胃集検発見胃がん例は，その他の例にくらべ，予後が極めてよいこと， (2) 胃集検によ
り，胃がん死亡を減らしうること，それは，早期がんを多く発見しているためであること， (3)集検受
検後 2 年以内は，胃がん発生率が低く，発生しでも早期がんが多いこと， 2 年以後，進行がんが多く
なること，従って，胃集検の効果の持続期間は，集団としてみると，受検後 2 年以内であること，を
明らかにした。
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